
[テーマ]

[主　催] 一般社団法人　日本科学教育学会

[日　時]

[会　場]

[日　程]

10:20～ 受付開始(予定)

10:30 開会

10:45～12:15 研究発表Ⅰ（課題研究）

休憩

13:15～14:45 研究発表Ⅱ（一般研究）

休憩

15:00～16:15 研究発表Ⅲ（一般研究）

休憩

16:30～17:45 研究発表Ⅳ（一般研究）

17:45～17:55 総括

18:00 終了(予定)

10:30 開会

研究発表Ⅰ（課題研究）座長：平田昭雄（東京学芸大学）

A01 10:45
高解像度の地質露頭画像を利用した教育用ウェブページの開発：自然災害リ
スクについての大学生向け評価例

〇澤口　隆（東洋大学）・川村教一（兵庫県立大学）・田口瑞穂（秋田大学）

A02 11:00 結晶構造データベースを活用した分子構造ICT教材と実践研究

〇笠井香代子（宮城教育大学教育学部）・大宮崚（宮城教育大学教育学部）・
反畑爽（宮城教育大学教育学部）・森友康（宮城教育大学教育学部）

A03 11:15
小学校理科の指導法に関する科目における遠隔会議システムを利用した模擬
授業の実践的検討

〇高橋あおい（神戸大学）・山口悦司（神戸大学）

A04 11:30 大学入学共通テストとICTを使ったら

　 〇渡辺信（生涯学習数学研究所）・青木孝子（東海大学）

A05 11:45
教員志望学生によるプログラミングオンラインワークショップ-ITワークショップを
通じた産学連携教育モデルの構築

〇岡本牧子（琉球大学教育学部）・新垣学（琉球大学教育学部）・小野寺清光
（琉球大学教育学部）・飯塚悟（(株)プラズマ）・宮里大八（(一社)沖縄STEM教育
センター）

A06 12:00 （発表取り消し。）

12:15 ＜休憩・時間調整＞

思考・判断・表現力とICTの可能性
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研究発表Ⅱ（一般研究）座長：鎌田正裕（東京学芸大学）

A07 13:15 （発表取り消し。）

A08 13:30 生活科と中学年以降の学習との関連についての教員志望学生の捉え

〇竹中真希子（大分大学）

A09 13:45 中学校の各教科の時間における低・中統合度STEMの試み

〇小島一生（信州大学教職大学院）・谷塚光典（信州大学教職大学院）・村松
浩幸（信州大学教職大学院）

A10 14:00 消火の仕組みを理解するための教材の作成

〇野村祐子（消防大学校消防研究センター）

A11 14:15
批判的思考とメタ認知的活動を促す指導が実験計画立案力の育成に与える効
果 －小学校第６学年「水溶液の性質」を事例として－

〇木原　義季（上越教育大学大学院）・栗原　淳一（群馬大学）・山田　貴之（上
越教育大学）

A12 14:30
改良したメラミン粒子モデル実験装置を使った流水の働きの学習：小学校理科
授業実践結果

〇山下清次（秋田大学）・川村教一（兵庫県立大学）・鈴木創（秋田市立外旭川
小学校）

14:45 ＜休憩・時間調整＞

研究発表Ⅲ（一般研究）座長：平田昭雄（東京学芸大学）

A13 15:00
外水氾濫災害の自然素因分析を主題とした授業の成果と課題：地理院地図を
活用した例

〇川村教一（兵庫県立大学）・瀧本家康（宇都宮大学）

A14 15:15
中学校理科におけるメタ認知と批判的思考に関する実態調査　-第1学年生徒
を対象とした質問紙の分析を通して-

〇吉田翔吾（上越教育大学大学院）・栗原淳一（群馬大学）・山田貴之（上越教
育大学）

A15 15:30 小学校生活科教科書における自然災害に関する内容の分析

〇吉本直弘（大阪教育大学）・松原諄弥（大阪教育大学）・川村教一（兵庫県立
大学）

A16 15:45 アルミボトルを用いた改良型簡易顕微鏡と小学校におけるSTEM教育

〇田口　功（敬愛大学国際学部）・大塚慎太郎（敬愛大学国際学部）

A17 16:00
教職課程学生のICT活用指導力の現状と課題　－中学高校理科教員免許取
得希望学生の事例－

〇内田　隆（東京薬科大学生命科学部）

16:15 ＜休憩・時間調整＞

研究発表Ⅳ（一般研究）座長：鎌田正裕（東京学芸大学）



A18 16:30 数学教育とTechnology －なぜ、数学教育はTechnologyを使わないのか

〇渡辺信（生涯学習数学研究所）

A19 16:45
算数・数学教科書の教材からSTEM教材への再教材化 －数学教育の立場か
らのSTEM教師教育への一提案－

〇川上　貴（宇都宮大学）・佐伯昭彦（鳴門教育大学大学院）

A20 17:00
学校数学における「構造が同じという見方での問題解決」の過程に関する研究
―類推を視点として―

〇小泉　泰彦（千葉大学大学院教育学研究科）

A21 17:15 数学的モデリングに必要な知識に関する一考察

〇池田 浩輔（千葉県立松戸南高等学校）

A22 17:30
S. I. ブラウンとM. I. ワルターにみる数学的問題設定の意味　～ 証明を活用し
た問題分析に焦点を当てて ～

〇辻山　洋介（千葉大学教育学部）・榎本　哲士（北海道教育大学教育学部）

17:45 ＜総括＞

18:00 終了(予定)


